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府立城東工科高等学校 

 校 長  久 和人 

令和５年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

地域産業の担い手であると同時にグローバル社会にも対応できる人材を育成する教育活動を展開し、地域に信頼され、誇りとされる学校をめざす。 

  １．基本的生活習慣やルール・マナーなどの規範意識を身につけた自律できる生徒を育成する。 

  ２．ものづくり教育・工業教育の基盤ともいえる基礎学力を身につけた生徒を育成する。 

  ３．教職員の資質向上を図るとともに生徒のモチベーションを高め、ものづくり教育を推進する。 

  ４．社会人・職業人として自立し、豊かな心と人権感覚をもった、社会ひいては世界に貢献できる人材を育成する。 

 

２ 中期的目標 

１ 豊かな人間性の育成・社会性の醸成 

（１）人権感覚豊かな心の育成及び社会の秩序・ルールを確実に守る規範意識の醸成 

   ア あいさつの励行や遅刻をしないなどの基本的な生活習慣を身につけた生徒の育成に努める。 

   イ いじめの予防に重点を置き、安心安全な学校づくりに努めるため、学期ごとに生徒に対しアンケートを実施する。 

     ※遅刻数について 500台を維持、さらに下回ることを目標として努力する。(R02 584 R03 430 R04 566 ） 

（２）美化・清掃活動の強化による規範意識の醸成 

   ア 美化・清掃活動に全校で取り組む。 

     ※生徒向け学校教育自己診断の「校内美化」に関する項目における満足度（R02 66％、R03 72.6％、R04 75.4％）は 75％以上を維持できるよう努める。 

（３）グローバル人材の育成 

ア ものづくりニッポンを海外に発信する素地を作るため、海外の高校生との交流を図り、グローバル感覚を育成する。 

※海外の複数の高校との交流を推進する。 

※ESD および SDGsを意識した教育活動の取組みを推進し、多様な国・校種との交流活性化のためユネスコスクールへの正式加盟めざす。 

２ 確かな学力への取組みと進路保障 

（１）基礎学力の定着を図り、進学希望も含めた様々な進路のニーズに応えるため、「主体的・対話的で深い学び」をめざして授業改善に取り組む。 

   ア 外部テスト「基礎力診断テスト」を活用し、基礎学力の充実を図る。 

   イ 再編整備計画（工科改編）に基づいて、「PBL 学習」を推進する。その際には ESDおよび SDGsの趣旨を意識したものとし、「キャリアガイダンス」「総合的な 

探究の時間」や「課題研究」での全校的な取組みを計画的に進める。 

ウ 生徒の自己肯定感や自己有用感の向上と「主体的・対話的で深い学び」のために、実社会において有用な資格の取得を奨励する。 

エ 新型コロナウイルス感染症に係る対応として、ICT を活用した学びの校内体制整備を継続して推進する。 

   オ グローバル化や情報化が加速度的に進展する社会で、必要となる語学力（英語）の育成に努める。 

※外部テスト「基礎力診断テスト」における最下位層の人数割合を減少させる。 

     ※生徒向け学校教育自己診断の「学力の向上」に関する肯定度（R02 78％、R03 82.2％、R04 80％）は 80％以上を維持できるよう努める。 

     ※資格試験の受験者数（R02 709人、R03 636 人、R04 458人）を増やし、合格率（R02 63.8%、R03 62.7%、R04 67％）を令和７年度には 65％以上の維持を

めざす。 

※英語技能検定にチャレンジする生徒数（R１ ０人、R２ ３級８人･準２級５人 延べ 13人、R３ ３級 15人･準２級 10人･２級２人 延べ 27 人、R４ ３級８

人･準２級９人･２級３人 延べ 20人）を、令和７年度には延べ 30人をめざす。 

 

（２）同僚性を高め、積極的に資質向上に取り組む。 

ア 授業アンケート及び相互の授業見学を通して、授業力の向上をめざす。 

イ 各系や教科を中心に経験年数の少ない教員等の学習会や技術力向上等の研修会を開催し、授業力の向上をめざす。 

ウ 英語および数学、実習での少人数展開授業を実施し、生徒の学力定着を保障していく。 

エ 会議等のあり方を検討するとともに、全校一斉退庁日やノークラブデー（部活動休養日）を明確にし、日々の定時退庁に努めるなど働き方改革を推進。 

※生徒向け学校教育自己診断の「授業はわかりやすく楽しい」肯定度（R02 74％、R03 78.4％、R04 79.5%）を令和７年度には 80％以上にする。 

※教職員向け学校教育自己診断における「教育活動全般にわたる評価と改善」肯定率（R２ 65%、R３ 65.7%、R04 76.1%）は 70%以上を維持するよう努める。 

 

（３）生徒の自己実現への支援 

   ア 人権教育・教育相談体制の充実並びに支援教育コーディネーター等による要配慮生徒へのサポート体制の充実 

   イ ３年間を見通した進路指導の充実 

   ウ 保健・安全・衛生管理に関する指導の徹底を図り、食物アレルギー等に係る事故防止や熱中症、新型コロナ等の感染症、食中毒の予防に努める。 

※入学時には中学校訪問等で生徒情報の把握に努め、SC や校長マネジメント費を活用した SSWとも連携し要配慮生徒へのサポートを行う。 

※生徒向け学校教育自己診断の「進路指導関連」項目の肯定率（R02 87％、R03 89.9％、R04 90.6％）は 90％以上を維持できるよう努める。 

※３年間を見通した進路・キャリア指導の充実を図り、就職一次内定率(R02 77.8％、R03 84.2％、R04 91.4％ ３か年平均 84.5％)は 85％以上を、年度末 

内定率については 100％を維持できるよう努める(R02 100％、R03 100％、R04 100％)。 

 

３ ものづくり・地域連携等を通したキャリア教育の充実と開かれた学校づくりを進める 

（１）地域産業連携重点型校として、ものづくりを通して地域貢献と保護者との連携により地域に根ざした学校づくりを推進する。 

   ア 生徒による校内企業「城工房」や「キャリアガイダンス」「総合的な探究」「課題研究」における企業連携等により、地域や地元企業の協力のもと、さまざ

まな活動を推進する事で地域貢献に努めるとともに地域に根ざした学校づくりをめざす。 

   イ 保護者と学校が一体となった学校づくりを行う。 

ウ 小中学校や行政機関・大学と連携した小中学生対象の「ものづくり教室」や「出前授業」等を行い生徒の外部交流への参加や発表の機会を増大する。 

※地元企業との連携と地域へのさらなる情報発信をめざして設立した「城工メッセ」（地元企業紹介イベント等）の充実・発展を図る。 

※保護者のものづくり教育への理解を深めるために、PTAと連携した事業に取り組む。 

※成果発表の場やさまざまな競技会などへの参加回数及び「ものづくり教室」や「出前授業」の実施回数（R02 ０回、R03 25 回、R04 30 回）は 25 回以上

を維持できるよう努める。 

（２）学校の教育活動内容等をタイムリーに府民へ情報発信し、学校 PR に努める。 

※学校説明会参加者数、中学校教員向け説明会の参加者を延べ 350人以上維持できることをめざす。(R02 330 人、R03 282 人、R04 382 人) 

※保護者向け学校教育自己診断「家庭と学校の連携や教育情報の提供」肯定率を令和７年度には 85％以上をめざす。(R02 77%、R３ 79.5%、R04 82.9%) 
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府立城東工科高等学校 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和 ５年 12月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【学習指導等】 
・（生徒）学校満足度は 77.9％と昨年から引き続き高い満足度を維持している。（R４80.9％R３ 
76.3％、R２ 78.6％）。授業では「入学してから学力が身についた」81.6％（R４80.0％ R３ 82.2％、
R２ 78％）、「わかりやすく楽しい」84.4%と（R４ 79.5％ R３ 78.4％、R２ 74％）と昨年から
さらに向上している。（保護者）「授業が分かりやすく楽しいと言っている」74.3％ （R４ 71.8％、
R３ 69.3％、R２ 63％）と 70％を超えている。資格・検定等の指導の満足度（生徒）89.9％、（保
護者）92.7％と、高い評価を得ることができていることとあわせて、資格試験の合格率と合わせ
て、学習面での成果が表れていることが分かる。昨年度から新設された「１人１台端末を効果的
に活用」の項目については、昨年の 81.4％から 92.2％と 10ポイント以上の向上で、授業だけで
なく、いじめアンケートなどもすべてオンラインで実施するなど、様々な活用ができていること
が結果の向上につながったと思われる。 
また、もう１点昨年度新設の「授業などで SDGs について話す機会がある」については、昨年の

84.6％から 86.9％と着実に SDGs の考え方が定着していると思われる。また、本年度はユネスコ
スクールのキャンディデート校に認定されたことも、生徒の意識向上に役立っていると思う。今
後も、１人 11 台端末の活用で ICT 教育をより充実させ、授業や資格・検定指導で成果を出して
いきたい。 
【生徒指導等】 
・（生徒）生活面では「あいさつをしている」93.0％（R４ 93.8％ R３ 92.5％、R２ 91.5％）
と 90％以上を維持している。生徒会、生徒指導部による、登校時のあいさつ運動の効果等もあ
る。また、「遅刻をしないように意識している」は３年連続 95.2％で、極めて高い数値を維持で
きている。早朝登校指導もあり、時間を守ることに対して規範意識を高く保っていることがわか
る。「先生はルールを守らない生徒等への注意をしている」93.5％（R４ 89.4％、R３ 88.8％、R
２ 88％）と、90％を超えた、普段から規律を重視した取り組みが成果を出したと思われる。 
特に、「先生の指導には納得できる」82.9％と 10ポイント近く向上している。（R４ 74.3％、R３ 
74％、R２ 74％）（保護者）「指導方針に共感できる」も 78.9％（R４ 77.9％、R３ 76.7％、R２ 
76.2％）と年々向上し、生徒指導の理解が進んでいる。また、今年度は年度途中に頭髪規定を改
善したことも生徒の納得感につながっていると思われる。 
昨年、(教員)「カウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行っている」については、今年
は 73.3％と昨年の 63％（R３ 80.6％）から、10 ポイント向上した。昨年は、質問項目の混同が
考えられたが、今年は改善されている可能性がある。（ただし、質問項目は変えていない）また、
昨年、男子休養室にポータブルクーラーを設置し、今年度当初に女子休養室にもポータブルクー
ラーを設置した。労働環境の整備にも取り組みをすすめ、働き方改革の一助としたい。 
進路指導やキャリア教育面については、(生徒)「自分の将来について考える機会は充実している」
81.7％（R４ 90.6％、R３ 80％、R２ 79％）と９ポイント近く下がった。高い肯定率ではあるが、
「ホームルーム」と限定しているので、今年度はホームルーム以外での進路指導の割合が多くな
っていた可能性が考えられる。一方で、（保護者）「将来の進路や職業などについて適切な指導を
行っている」が 93.6％と高い信頼を得ている。今年度は、２年の総合的な探究の授業で、企業訪
問する取り組みも始まり、工科高校の実践的な就職指導や進路指導に評価をしていただいている
ことが分かる。今後も、地域の協力を得ながら、企業連携等を通して進路指導を充実させていく。 
【学校運営等】 
・（生徒）「校内の清掃は行き届いている」75.1％（R４ 75.4％、R３ 72.6％、R２ 66％）と 75％
以上を維持している。また、洗面台の自動蛇口の整備がすすみ、衛生環境は良くなった。また、
インフルエンザ蔓延の際も、保健部から放送による注意喚起も行い、環境衛生の向上をすすめた。
生徒会のペットボトルキャップ回収の取り組みも、昨年に引き続き実施し環境維持に努めてい
る。 
・（生徒）「体育祭や文化祭、部活動などに積極的に参加している」が 90.2％（R４ 90.6％、R３ 
86％、R２ 83％）と 90％以上を維持している。特に、体育祭、文化祭は制限をほとんどせずに開
催でき、生徒が学校行事を肯定的にとらえていることが分かる。次年度も、学校行事、部活動に
は積極的に関われるよう働きかけをしていきたい。 
・（教員）設問６の「教育相談体制」については 84.4％と昨年の 73.9％から大幅に増えた。SSW
の回数も 10 回→24回→30回と大幅に増加したことや、SSWの常駐場所を一年生職員室にしたこ
とも、相談体制の効果を高めている。生徒保護者の相談件数も大幅に増えた。より一層の活用を
進めていきたい。 
・（保護者）「教育情報について、提供の努力をしている」83.5％（R４ 82.6％、R３ 79.5％、R２ 
77％）、「家庭と学校の連携がしっかりしている」は 84.4％（R４ 80.8％、R３ 75.3％、R２ 77％）
で今年度５月から家庭通知の電子化を開始したことにより、メールで細かく連絡をすることが絵
数値を挙げる要因となっている。(教員)「必要な情報について周知に努めている」91.1％（R４ 
82.6％、R３ 76.1%、R２ 81％）と昨年より 10ポイント近く高くなっている。先生方へも、G メ
ールによる一斉配信を行い、学級閉鎖等の連絡も迅速に出来ていることが要因。また、今年度よ
り、SNS による情報発信も始まり、写真を多く使用したことで好評を得ている。今後も活用を推
進したい。  
 

第１回（令和５年７月６日） 

新入生アンケートについて 

 ・工業に関する勉強がしたいといった回答も多かったため、城工

を選ぶように近隣の中学校と交流する機会を増やすなどの工夫

をしてほしい。 

・中学校訪問に何度も行くことに遠慮があるが、中学校側は 

もっと学校訪問に来てほしいと思っている。 

その他 

・働き方改革について、水曜日は一斉退庁日としている。クラ

ブの大会や資格講習などで全職員が一斉退庁とはいかない

が、成果を見せてほしい。特に上司の決断が重要となるの

で、安全・衛生に関する事項や、時間超過・休業した教員の

人数などの報告をしてほしい。 

 

第２回（令和５年 11月 10日） 

学校経営計画の進捗状況について 

・遅刻数（273回 10/16現在） 

遅刻の目標については、どこまで追求されるかは難しいが、

先生方はがんばっていると感じている。 

過去最高（最小）の遅刻回数をめざしてほしい 

 ・生徒への資格取得の推奨と講習の充実  

  材料代の高騰等の理由が大きいと思うが、受験者数が少なすぎ 

て残念である。また、それであれば材料等について企業や OB 

から寄付を募る等の方法も検討してほしい。 

・地域連携・キャリア教育の充実と開かれた学校づくり 

  出前授業や地域イベント等は小・中学校や幼稚園等からの依頼

で実施していると思うが、参加している中学生等の反応を見て

内容を検討してほしい。 

 

第３回（令和６年２月８日予定） 

学校経営計画の達成状況について 

・検定の費用を同窓会等から支援したかったが同窓会も資金不足 
であった。難しいかもしれないが引きつづき検討してほしい。 

・資格の重要視は最もだが、企業の採用の視点でいえば、資格よ 
り人間性であると考えている。資格はないよりあった方が良い 
が、資格と実務は違うのでそこまでこだわる必要はない 

・平均超過勤務時間の削減について、成果が出ていない。思い 
切った方策を打ち出してほしい。 

 ・企業であることであるが、退勤せずにスリットだけするという 
ようになるのは最悪である。 

・クラブ活動を特色にするのなら、反対に 40 時間程度に上げる 
というのも考え方の１つになると思う。 
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府立城東工科高等学校 
３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R４年度値] 自己評価 

１ 

豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
の
醸
成 

（１） 

人権感覚豊かな

心の育成、社会 

の秩序・ルール

を守る規範意識 

の醸成 

 

 

（２） 

美化・清掃活動

の強化 

 

 

（３） 

グローバル人材の

育成 

（１） 

ア・生徒会、部活動部員等生徒を主体とした

「あいさつ運動」の実施 

・遅刻の撲滅をめざし、生活指導部と学年等

の連携による早朝登校指導の推進 

・３年間を見通した人権ホームルーム計画の

策定・実施 

・新入生オリエンテーションで部活動紹介を

実施。部活動部員からの勧誘等で部活動加

入を奨励 

 ・「図書部」を活用した、生徒への啓発活動活

性化による生徒読書量の増加 

イ・教員間の情報共有を密にして、いじめの予

兆を察知するとともに、予兆段階から生活

指導上の厳しい指導を実施 

（２） 

ア・保健部、学年、生徒会等の連携で美化・清

掃活動の推進 

（３） 

ア・海外高校生との交流実施 

イ ESDおよび SDGsを意識した活動を推進する

ことで、地域や世界への関心を高めグロー

バル感覚を育成 

（１） 

ア・生徒向け学校教育自己診断「あいさつ」肯定的

回答 90％以上を維持[93.8％]  

・総遅刻数 500 台をめざす[２月末 566] 

・生徒向け学校教育自己診断の「人権教育の充

実」肯定的回答 80％以上を維持 [90.6％] 

・５月末段階の部活動加入率 70％以上を維持 

 [74.7％] 

・年間図書館来館者数の維持、貸し出し冊数の増

加[R04 3,061 人、134冊]と図書室だよりの定期的

な発行[22号] 

イ・学年連絡会議での情報交換と「いじめアンケー

ト」の年３回の確実な実施[２回]。生徒向け学校

教育自己診断「いじめ関連」肯定率 85％以上

[89％] 及び教職員向け学校教育自己診断「いじめ

関連」肯定率 85％以上を維持する[89.1％] 

（２） 

ア・生徒向け学校教育自己診断「校内美化」満足度

75％以上を維持[75.4％] 

（３） 

ア・交流回数２回以上[２件] 

イ・各教科・各系や特活部での SDGsを意識した授業

や取組みの実践[取組件数５件] 

  

・93％ ◎ 

 

・遅刻 424回 ◎ 

・81.2％ 〇 

・加入率 74.3％ 6/1現在 

◎ 

 

・1845人、113冊 18号△ 

 

・６月、10月、１月 〇 

・90.2％ ◎ 

・88.8％ ◎ 

 

 

 

・75.2％ 〇 

 

・11回（オンライン８回含

む） ◎ 

・５件 〇 

２ 

確
か
な
学
力
へ
の
取
組
み
と
進
路
保
障 

（１） 
基礎学力の定着
と「主体的・対話
的で深い学び」を
めざした授業改
善の取組み 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 
同僚性を高め、積
極的に資質向上に
取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 
生徒の自己実現
への支援 

 

（１） 
ア・外部テストの全校実施と学力向上への活用 
・生徒の学力向上意識の高揚 

  
イ・SDGs を意識した PBL学習について研究・実

践を進める 
 
ウ・生徒への資格取得の推奨と講習の充実   
       
エ・グループウェアの活用と１人１台端末の活
用推進とオンライン授業の体制整備 
 

オ・英語検定の受検推奨 
（２） 
ア・授業アンケート結果及び相互授業参観に基 
づき、改善方策を検討する 

イ・経験年数の少ない教員等の学習会や技術力向
上の研修会、企業への見学や外部との交流会等
を開催し、授業力の向上をめざす 

ウ・少人数展開教科科目において、担当者同士で
授業の進度や深度などの情報交換を行い、生徒
の学習定着度を共有し学力向上方策の検討 

エ・全校一斉退庁日、ノークラブデーを明確にし、
取り組む。また学校保健委員会、安全衛生委員
会を活性化する 

（３） 
ア・支援教育コーディネーターと生活指導部・保
健部との連携を強化し、配慮を要する生徒への
サポート体制の充実を図る。またカウンセリン
グマインドを取り入れた生徒指導力の向上を
図る 

イ・３年間を通したキャリア教育を計画的に推進
し、生徒の自己実現を支援する。全教員が進路
指導担当であるという意識を醸成し、面接指導
等において進路部と学年を中心に連携を強化 

ウ・保健・安全・衛生管理に関する指導の徹底
を図る 

（１） 
ア・外部テストの結果、１年→２年、２年→３年の経
年変化による D３ゾーンの割合を減少させる[１年
31.8％ ２年 39％] 

 ・外部テストの補助教材や Web教材の活用[１件] 
 ・生徒向け学校教育自己診断「学力の向上」肯定率
80％以上を維持[80％] 

イ・各教科・各系で教材開発や PBL 導入授業の実施。 
ウ・資格試験受験者数の前年比増加[458人]と、 
合格率 65％ 以上の維持[67％] 

エ・各教科や各系でグループウェアおよび１人１台端
末を活用した授業や教材研究の実施 

 ・オンライン授業体制の整備のため教員用端末等の
整備を実施する。 

オ・英語検定の受験者数延べ 30 名 [20 名] 
（２） 
ア・生徒向け学校教育自己診断「授業はわかりやすく
楽しい」肯定率 78％以上を維持[79.5%] 

 ・授業見学週間の年２回実施 
イ・公開研究授業や校内研修会等を実施５回以上[５
回] 

ウ・教職員向け学校教育自己診断「教育活動全般にわ
たる評価と改善」肯定率を 75%以上 [76.1%] 

エ・一人当たりの平均超過勤務時間数を昨年度より減
ずる。[28.1h] 

 ・安全衛生委員会を毎月開催[10回] 
（３） 
ア・支援教育コーディネーターによる配慮を要する生

徒及び保護者への面談を確実に実施[３回] 
・入学生の出身中学校訪問による生徒情報の把握
と SSWの雇用と活用推進。 

・SSW 等による講演会などの校内研修実施[２回] 
イ・生徒向け学校教育自己診断「就職・進学の指導
や説明」肯定率 90％以上の維持をめざす[90.6％] 
・就職一次内定率３か年平均で 85％以上をめざす

[84.5％]  
・年度末の就職率 100％維持[100％] 

ウ・保健部を中心に保健だより[10号]や放送による 
予防啓発活動の実施 

 

・１→２年 45％ ２→３年

44％ △ 

・０件 △  

学力向上に向け、補助教材

等の見直しを図る。 

・81.6％ 〇 

各系列で工夫し、PBL導入授

業を実施した。 

・286 人△ 55.9%△ 

次年度は検定に向けた体制

を一部見なおす。 

・１人１台端末校内研修を

実施した。 〇 

・全教員使用可能 〇 

・５人△ 

 

・84.4％ ◎ 

・６月、９月に実施〇 

・５回 〇 

・75.6％ 〇 

・28.8H（昨年 28.1） △ 

・毎月開催（10 回）〇 

 

・のべ 133 回実施（生徒 12

人、保護者 17人）◎ 

・出身中学校の訪問データを

より活用するため SSWの派遣

回数を増やし、活用を促進し

た。〇 

・１回 △ 

・90.2％ 〇 

・一次内定率 89.5％ 〇 

・就職率 100％ 〇 

・保健だより９号を発行する

とともに放送による予防啓

発活動を実施した 〇 
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府立城東工科高等学校 
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も
の
づ
く
り
・
地
域
連
携
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と

開
か
れ
た
学
校
づ
く
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（１） 
ものづくりを通し
た地域貢献・保護
者との連携による
地域に根ざした学
校づくりの推進 
 
 
 
 
 
（２） 
学校の教育活動内
容等をタイムリー
に府民へ情報発信
し、学校 PRに努め
る 

（１） 
ア・生徒による校内企業「城工房」等の地域交流
や「企業連携事業」の推進、および各種競技会
等への生徒の参加 

イ・ものづくり教育への理解と深化を図るための
保護者対象実習体験や、地元企業見学会の実施 

ウ・小中学校や行政機関・大学との連携事業の実  
 施 
 
 
 
（２）  

・ホームページ・SNSを活用して、タイムリー
な情報発信に努める 
・生徒の出身中学校への訪問、中高連絡会、出
前授業などを行い、生徒の情報収集、学校 PR
を行う 
・本校での学校見学会や中学校教員向け説明
会などを行い、学校の PRに努める  

（１） 
ア・「城工房」その他による成果発表、種々競技会、産
業教育フェア、地域イベント等への参加・実施回数
等 25 回以上を維持する[30回] 
・企業連携の取組み件数５件以上[５件] 

イ・PTA実習研修、授業見学会、地元企業見学会の実
施[企業見学会２回以上] 

ウ・小中学生対象の「ものづくり教室」や「出前授業」
等の実施[８回]    

（２） 
 ・ホームページ・SNSの発信を推進し、情報発信
の頻度を増加する。特に SNS 発信回数 70回以上を
維持する[74 回]。 
・教職員や生徒による中学校訪問件数合計 60 件以
上をめざす[43件] 
・学校説明会参加者数、中学校教員向け説明会の参
加者を延べ 350人以上維持できることをめざす(R02 
330人、R03 282人、R04 382 人) 

 

・イベント等 26回 〇 

 

・14件（総探 10含む） ◎  

・２回 〇 

 

・12回 ◎ 

 

・74 回（インスタグラムに変

更）〇 

 

・86件 ◎ 

 

・336 名 △ 

 


